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議会改革行動指針 
基本理念 

具 体 案 

（実施状況） 

総  括 

（成果など） 

１ 市民との連携 
 

 1-1 魅せる議会を目指しま

す。 

 

●傍聴者の対応と充実 （電子機器の持ち込み） 

【実施状況】タブレット等の持込を禁止しないが、撮影、録音、音を出さな
いなどの注意事項を明確にし、周知を図ってきている。 

 

議会を傍聴する市民にとって、

支障が出ないよう適切に対応し

ていく。 

●土日・夜間の本会議開催 

【実施状況】以前、実施した時、実施当初は傍聴者が多かったが、その後、
平日・昼間と同様となった。職員の超勤にもつながるため、今
期は検討しない。 

 

今期は検討しないが、検討議題

としては残し、次期へ申し送る。 

●本会議場のバリアフリー化 

【実施状況】スロープやエレベータなどの設置に向け、何度も検討したが、
現在の議場の間取りでは工事に莫大な費用がかかるため、委員
長から要望として担当部署へ伝えている。 

既存の施設（議会棟）では、バ

リアフリー化を図る費用が多額

となるため、新庁舎建設時の課

題として、次期以降へ申し送る。 

●本会議場にある表示モニターの有効活用 

【実施状況】まずはタブレットの活用に慣れていくことと同時に、現在、議
事日程及び質問時間の表示に留まっているが、より関心がもた
れる活用を検討している。 

 

今後においても、有効活用の研

究・検討を進めていく。 

●報道各社との意見交換の継続 

【実施状況】平成 30年 6月 29日に中間報告を実施。 
       3月定例会終了後、成果報告を行う予定。 

平成 30年 6月 29日に行動指針

の中間報告として実施し、3月定

例会終了後に成果報告を行う。 

今後においても適宜実施する。 

1-2 議会への関心を高めま

す。 

 

 

 

 

●議会だよりのリアルタイム発行 

【実施状況】議会広報委員会が担当。状況に応じた発行を行う。 
 

定例発行以外でも市民に広くお

知らせする状況が生じた場合に

発行する。 

●常任委員会へのインターネット中継の拡大。 

【実施状況】今期中の常任委員会までの拡大は見送り。 
改選後、早期に実施できるよう

次期へ申し送る。 

●議会掲示板の設置箇所を増加していく。 

【実施状況】議会広報委員会が担当。 
      随時掲示板設置箇所の拡大を図る。 
     （掲示箇所への貼出は、広報委員会委員以外にも協力を求める。） 

できる範囲で掲示板の設置箇所

を増設し、かつ掲示内容の充実

を図っていく。 

1-3 多くの意見を聴取しま

す。 

●出前講座・意見交換会の実施 今後も高校生に限らず、意見交

換の機会を数多く設けるよう次

期へ申し送る。 

 ◆高校生との意見交換会（稚内高校・稚内大谷高校） 

【実施状況】平成 30年３月定例会を傍聴（稚内高校・大谷高校） 
その後、傍聴した生徒との意見交換会の実施。 
意見交換会実施後、アンケートも聴取し、かつ意見を出して 
いただいた両高校へ議会の考え方を報告した。 
 

大谷高校（３年Ａ組）：7月 19日（木） 13：25～15：15 

 
稚内高校（３年Ａ組）：8月 29日（水） 13：25～14：15 

稚内高校（３年Ｂ組）：8月 29日（水） 14：25～15：15 

稚内高校（３年Ｃ組）：8月 30日（木） 14：25～15：15 

 

高校生とワークショップ形式で

の意見交換会を実施して、議員

にとっても良い刺激となった。 

高校側からの要望（議会傍聴な

ど）にできる限り対応していく。 
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議会改革行動指針 
基本理念 

具 体 案 

（実施状況） 

総  括 

（成果など） 

２ 議員間の連携 
 

 2-1 常に研鑽し合います。 ●先進地視察と報告書等のインターネット公開 

【実施状況】先進地視察の報告書については、議運・各常任委員会ともに 
       市議会ホームページで公開している。 

視察報告書は、継続してホームペ

ージに掲載する。 

●地元での研修会の開催及び専門的知見の活用 

【実施状況】市議会として研修会実施については、議員会で検討を重ねて

おり、地元開催のために、様々なセミナーなどへの応募を行

っているが、採択に至らず実施できていない。引き続き検討

していくが、今期の開催はできなかった。 

※ただし、宗谷管内林活研修会は実施している。（2/8） 

今期は開催できなかったが、次期

は開催する予定（2019 年 8 月予

定）で調整中である。 

2-2 積極的に合意形成を図り

ます。 

●議員間討論の場の設置（試行）  

【実施状況】高校生との意見交換会の実施をきっかけに、高校生から出さ

れた意見をもとに、試行的に各常任委員会で議員間討論（自

由討議）を行い、各常任委員会での意見のとりまとめを行っ

た。 

議員間討論（自由討議）について、

議員全員の理解を深め、政策提言

につなげていくための取り組み

を進めていくよう次期へ申し送

る。 

 

 

 

 

 

●常任委員会からの政策提言 

【実施状況】意見交換会の実施に伴い、高校生から出された意見に対し、

常任委員会単位で意見をとりまとめ、市議会の考えとして両

高校へは報告したが、市政への政策提言を行うまでにはつな

がらなかった。 

2-3 事業評価を行います。 ●今年度末における中間総括とチェック 

【実施状況】平成 29年 6月に策定した行動指針により、これまで取り組め

るものから活動を行ってきた。その中間報告として平成 30年

6月に中間状況を確認し、報道各社との懇談を行った。また総

括としては 3月定例会終了後に報告することとしている。 

実施できるものから取り組んで

いく姿勢でこれまで進めてきた。

この行動指針の策定がきっかけ

で稚内市議会における議会改革

が進んだものと実感している。 

３ 行政との連携 
 

 3-1 常に対等な立場で議論を

行います。 

●一般質問・代表質問のあり方を検討する 

【実施状況】支障が出た際に、適宜解決に向け議論を行ってきている。 

これまでも支障が出た際は、その

都度、問題提起し解決してきてい

る。今後においても随時議論され

ることではあるが、個別事項の検

討については、次期に申し送る。 

 

 

 ◆一問一答方式：時間、様式 

●議事日程のあり方の検討 

◆総括質問の復活：時間、様式 

◆各特別委員会での質問のあり方 

◆反問権の付与         

3-2 無駄を改善し、合理化を

図ります。 

●ＩＣＴ化に向けた取り組み 

【実施状況】タブレット端末は平成 29年 12月定例会から導入（併用期間は

3 月定例会まで）し、平成 30 年 6 月定例会から本格運用して

きた。運用においてこれまで大きなトラブルはないが、今後は

他の導入議会との情報交換が必要と考えている。 

 

6月定例会からタブレット端末の 

本格運用開始となり、操作やペー

パーレスに慣れてきており、スム

ーズに議会運営が行われている。

さらなる有効活用を調査研究し

ていくことを次期へ申し送る。 
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